
OpenAI次世代モデル「Astra」調査報告書

エグゼクティブサマリー

調査基準日：2026年8月5日（日本時間）

OpenAIの「Astra」は、架空のコードネームや単なる噂ではない。OpenAIは2026年8月1日、数学・理論計算
機科学に関する研究成果の発表で、Astraを明確に「当社の次期主要モデル」と表現し、その社内版が長年の
未解決問題10件を解決、または大幅に前進させたと公表した。ただし、これは製品リリースではなく、研究
成果を通じた限定的な存在確認である。一般提供日、API、ChatGPTでの提供形態、パラメータ数、アーキテ
クチャ、学習データ、コンテキスト長、モダリティ、価格、レート制限、レイテンシ、System Cardはいずれ
も未公開である。

現在確認できるAstra固有の能力証拠は、主として数学・理論計算機科学の10成果である。OpenAIは、解の
探索に必要だったトークンをGPT-5.6 SolのAPI料金に換算すると合計約2,000ドルだったと述べ、生成された
論証を人間が同じモデルを用いて論文形式に整え、さらにモデルがLean証明書へ形式化したとしている。し
かし、試行した問題の総数、失敗回数、失敗分の計算費、人間の作業時間、プロンプト、モデル構成は公開
されていない。このため、約2,000ドルという数字を「Astraで未解決問題を1件解く実運用コスト」や「Astra
のAPI価格」と解釈することはできない。

結論として、Astraは研究推論、とりわけ形式的に検証可能な領域で重大な進歩を示唆するモデルだが、現時
点では調達・導入可能な製品ではなく、汎用業務、コーディング、エージェント、音声・画像、事実性、安
全性について比較可能な公開証拠もない。企業はAstraを短期の導入候補や予算前提にせず、GPT-5.6、
GPT-4o、Claude、Gemini等でベンダー非依存の評価基盤を構築し、Astra公開後に同一条件の実務評価を行
うべきである。

なお、OpenAIのAstraは、Google DeepMindが開発するマルチモーダル・アシスタント研究プロトタイプ
「Project Astra」とは別物である。GoogleのProject AstraはGemini Live、検索、眼鏡型端末等への機能移植
を目的とする研究プロジェクトであり、OpenAI Astraの数学推論モデルとは組織、目的、製品系列が異な
る。

基本情報と確認状況

公開済み情報の範囲

項目 2026年8月5日時点の確認結果 評価

名称 Astra OpenAI公式サイトで確認済み

位置付け
OpenAIの「次期主要モデル」
の社内版

製品名・正式API名になるかは未公開

初の公式言及 2026年8月1日 製品リリース日ではない

一般リリース日 未公開 ロードマップも未公開
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https://chatgpt.com/?utm_src=deep-research-pdf
https://chatgpt.com/?utm_src=deep-research-pdf
https://openai.com/index/ten-advances-in-mathematics/
https://openai.com/index/ten-advances-in-mathematics/
https://deepmind.google/models/project-astra/


項目 2026年8月5日時点の確認結果 評価

ChatGPTでの提
供

未公開／利用不可 プラン、メッセージ上限とも情報なし

API 未公開／利用不可 モデルID、エンドポイント、SDK対応なし

パラメータ数 未公開 総パラメータ・アクティブパラメータとも不明

基盤アーキテク
チャ

未公開
Transformer、MoE、再帰推論等の採用有無も未
確認

コンテキスト長 未公開 最大出力長も不明

対応モダリティ 未公開 テキスト、画像、音声、動画の対応範囲不明

学習データ Astra固有情報は未公開
データ期間、規模、コード・数理データ比率等は
不明

知識カットオフ 未公開 情報なし

ポストトレーニ
ング

未公開
RLHF、強化学習、検証器報酬等の具体方式は不
明

API価格 未公開
約2,000ドルは研究実験のSol料金換算値であり価
格表ではない

レート制限 未公開 RPM、TPM、同時実行数とも不明

レイテンシ・速
度

未公開 tokens/s、TTFT、P50・P95の情報なし

推論時メモリ 未公開 GPU・アクセラレータ要件も不明

学習計算量 未公開 FLOPs、GPU数、電力、学習期間とも不明

System Card 未公開 Astra固有の安全性評価なし

標準ベンチマー
ク

未公開
GLUE、MMLU、HumanEval、GPQA等のスコア
なし

OpenAIが公式に述べたのは、「10件の結果は、当社の次期主要モデルであるAstraの社内版によって得られ
た」という点までである。日本語報道でも、公開時期、モデル構成、API料金、ChatGPTでの提供形態は明ら
かにされていないと整理されている。

OpenAIは一般論として、同社モデルの学習に公開情報、第三者との提携で提供されたデータ、研究者が提供
または生成した情報を使用すると説明している。しかし、これはAstraのデータセット構成、収集期間、除外
基準、数学データの比率を示すものではない。したがって、Astraの学習データについては「未公開」とする
のが厳密である。
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https://openai.com/index/ten-advances-in-mathematics/
https://openai.com/business-data/?utm_source=chatgpt.com


公開経緯

GPT-4oは2024年5月13日、GPT-5.6は2026年7月9日に製品として発表されたのに対し、Astraの2026年8月1日
の発表種別は研究成果の「Publication」であり、製品リリースではない。この違いは導入判断上重要であ
る。

数学研究成果の性質

OpenAIが公開した10件は、高次元球充填、符号理論、非ソフィック群、コンヌの剛性予想、算術回路計算
量、量子並行反復、最近接ベクトル問題、エルハートの体積予想、多色ラムゼー数、極値グラフ理論に及
ぶ。これらはGLUEやMMLUのような固定問題集ではなく、研究コミュニティに存在していた未解決問題であ
る。

OpenAIは論証自体をモデルが生成し、人間が論文化と形式化を支援し、同社が正しさについて責任を負うと
説明している。一方、Science Media Centre Spainは付随論文を「Non-peer-reviewed」と分類している。
Lean証明書は形式体系内での整合性を強く支えるが、問題設定、形式化の妥当性、研究上の重要性、既存研
究との重複まで自動的に保証するものではない。

性能とベンチマーク

公開ベンチマークの比較

Astraについては、標準ベンチマークの数値が一切公開されていない。以下では、Astraの欠測状況を明示する
とともに、現行モデルの参考値を示す。GPQA、SWE-Bench Pro等の競合値はOpenAIのGPT-5.6発表ページに
掲載されたOpenAI実施値であり、各競合企業が自社最適設定で公表した値とは限らない。したがって、第三
者中立評価としてではなく、同一のOpenAI評価表内での参考比較として読む必要がある。

ベンチマーク Astra GPT-5.6 Sol GPT-4
Claude
Fable 5

Gemini 3.1
Pro Preview

GLUE 未公開
同一条件の
公式値なし

同一条件の
公式値なし

同一条件の
公式値なし

同一条件の公
式値なし

2024-05-13

GPT-4o発表

リアルタイム・マルチモーダルを訴求

2026-07-09

GPT-5.6を一般提供

Sol・Terra・Luna

2026-08-01

Astraを初めて公式に明示

社内版による数学・理論CSの10成果

将来・時期未公開

一般提供

API

価格・System
Card・ベンチマーク

OpenAIモデルとAstraの公開経緯
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https://openai.com/ja-JP/index/hello-gpt-4o/
https://openai.com/index/ten-advances-in-mathematics/
https://openai.com/index/ten-advances-in-mathematics/
https://openai.com/index/gpt-5-6/


ベンチマーク Astra GPT-5.6 Sol GPT-4
Claude
Fable 5

Gemini 3.1
Pro Preview

MMLU 未公開
現行発表表
に記載なし

86.4%
同一条件の
確認値なし

同一条件の確
認値なし

HumanEval 未公開
現行発表表
に記載なし

67.0%
同一条件の
確認値なし

同一条件の確
認値なし

GPQA Diamond 未公開 94.6% 情報なし 92.6% 94.3%

FrontierMath
Tier 1–3 v2

未公開 89.0% 情報なし 87.0% 59.6%

FrontierMath
Tier 4 v2

未公開 83.0% 情報なし 87.8% 情報なし

SWE-Bench Pro 未公開 64.6% 情報なし 80.0% 54.2%

ARC-AGI-3 未公開 7.78% 情報なし 情報なし 0.42%

研究級未解決問
題

10件の解決・前
進をOpenAIが報

告
比較値なし 比較値なし 比較値なし 比較値なし

GPT-4のMMLUとHumanEvalは2023年当時のOpenAI公式評価に基づく歴史的参考値であり、GPT-5.6等の
2026年の評価設定と直接比較すべきではない。モデルのツール利用、推論予算、問題汚染対策、サンプリン
グ条件が異なり得るためである。

Astraの「未解決問題10件」は、標準ベンチマークの10問中10問正解を意味しない。OpenAIは、候補問題を
何件試したのか、10件がどのように選定されたのか、失敗率が何％だったのかを公表していない。したがっ
て成功率、再現率、平均試行回数を計算することはできない。

速度、レイテンシ、計算要件

Astraの初回トークンまでの時間、出力速度、長時間タスクの実行時間、最大同時実行数はすべて未公開であ
る。約2,000ドルという数値からも速度は算出できない。入力・出力トークンの内訳、キャッシュ利用、推論
設定、並列エージェント数、失敗試行の包含範囲が示されていないためである。

比較対象として、GPT-4oは発表時に音声入力への応答が最短232ミリ秒、平均320ミリ秒と報告された。ただ
し、これは音声対話のエンドツーエンド応答値であり、Astraの長時間科学推論と比較できる指標ではない。

GPT-5.6については、Qodoが自社コードレビュー評価でGPT-5.5比約2倍低い中央値レイテンシ、Rogoが金融
調査ワークフローで28%短い完了時間を報告しているが、いずれも初期顧客による特定ワークフローの結果
であり、一般的なAPIレイテンシ保証ではない。OpenAIの優先処理にはモデル別の速度SLAが存在するもの
の、通常APIの実効レイテンシは地域、推論強度、出力長、混雑に左右される。

Astraの推論メモリ、GPU数、量子化可能性、オンプレミス提供は未公開である。対照的に、MetaはLlama 4
Maverickを17Bアクティブパラメータ、128 expertのMoEと公開し、単一H100ホストに収まるとしている。
Astraにはこの種のハードウェア情報がないため、セルフホスティングや設備投資の見積もりは不可能であ
る。
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https://openai.com/pa-IN/index/gpt-4-research/?utm_source=chatgpt.com
https://sciencemediacentre.es/en/openai-announces-results-ten-mathematical-research-problems-using-its-astra-artificial-intelligence
https://openai.com/index/ten-advances-in-mathematics/
https://openai.com/ja-JP/index/hello-gpt-4o/
https://openai.com/index/gpt-5-6/
https://ai.meta.com/blog/llama-4-multimodal-intelligence/


応用・利用形態・セーフティ

推奨可能な用途

OpenAIはAstraの商用ユースケースや推奨用途をまだ公表していない。現在の証拠から合理的に想定できる用
途は、数学的予想の探索、形式証明の生成、理論計算機科学、暗号・量子計算・組合せ論の研究支援であ
る。ただし、これは公開された10成果からの推論であり、OpenAIの製品仕様やサポート対象ではない。

特に有望なのは、最終結果をLean等で検証できる「生成—形式化—機械検証—専門家レビュー」のパイプラ
インである。数学では正誤を形式的に検査できるため、自由記述の市場予測、経営判断、法律意見、医療判
断よりも、モデルの探索能力を安全に価値へ変換しやすい。専門家も、Leanとの組み合わせがより野心的な
問題の探索やパターン発見を可能にすると評価している。

一方、一般的な文書作成、顧客対応、リアルタイム音声、画像理解、ウェブ操作、ソフトウェア開発につい
て、AstraがGPT-5.6やGPT-4oより優れるという公開証拠はない。数学上の成功を、未検証の業務領域へ自動
的に一般化すべきではない。

API、価格、利用制限

AstraはAPI、ChatGPT、Codexのいずれでも一般提供されていない。したがって、2026年8月5日時点で開発
者がAstraを指定してアプリケーションを構築することはできず、SLA、データ所在地、バッチ処理、キャッ
シュ、ファインチューニング、Zero Data Retention対応も情報なしである。

現在のOpenAI APIでは、GPT-5.6 Solが100万トークン当たり入力5ドル・出力30ドル、Terraが入力2ドル・出
力12ドル、Lunaが入力0.20ドル・出力1.20ドルである。Astra研究の約2,000ドルはSol料金への換算値にすぎ
ず、Astraの将来価格を示すものではない。

レート制限についてもAstra固有値は未公開である。OpenAIの既存APIでは利用ティアによりRPM、TPM等が
変化し、利用実績に応じて上限が引き上げられるが、Astraに同じ制度が適用されるかは未確定である。

セーフティと禁止事項

Astra固有のSystem Card、Preparedness評価、バイオ・サイバー能力評価、説得・自律性評価、脱獄耐性、
幻覚率、バイアス評価は未公開である。また、RLHF、強化学習、憲法型AI、プロセス報酬、検証器報酬な
ど、どのポストトレーニング方式を採用しているかも未公開である。

Lean証明書は数学的命題の形式検証策であり、有害コンテンツのフィルター、プロンプトインジェクション
防御、個人情報保護、差別防止といった一般的なセーフティ機能とは別である。形式証明の成功をもって
Astra全体の安全性が確認されたとは判断できない。

OpenAIの現行GPT-5.6では、モデル内に学習された保護策、リアルタイム検査、継続監視、アカウント単位
の執行を重ねる多層型の安全策が採用され、バイオおよびサイバー領域ではPreparedness Frameworkの
Critical閾値を超えないと報告されている。しかし、これらはGPT-5.6についての説明であり、Astraにそのま
ま適用できる証拠ではない。

Astraが公開された場合も、違法行為、詐欺、プライバシー侵害、武器・危険物、悪意あるサイバー利用等を
扱うOpenAIのUsage Policiesや、サイバー攻撃、CBRN、操作、制御喪失を扱うFrontier Governance
Frameworkの適用関係を確認する必要がある。現段階ではAstra専用の禁止事項やアクセス段階制御は情報な
しである。
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https://openai.com/index/ten-advances-in-mathematics/
https://sciencemediacentre.es/en/openai-announces-results-ten-mathematical-research-problems-using-its-astra-artificial-intelligence
https://garymarcus.substack.com/p/openais-amazing-but-vastly-oversold
https://www.itmedia.co.jp/news/article/2608/03/2000000348/
https://developers.openai.com/api/docs/models?utm_source=chatgpt.com
https://developers.openai.com/api/docs/models/gpt-4o
https://openai.com/index/ten-advances-in-mathematics/
https://openai.com/index/gpt-5-6/
https://openai.com/policies/usage-policies/


外部評価とコミュニティ反応

主要メディアの評価

ITmedia NEWSは、Astraという名称の公式言及は初とみられると報じる一方、公開時期、モデル構成、API料
金、ChatGPTでの提供形態は不明と強調した。PC Watchは10件の成果、約2,000ドル相当のトークン、Lean
形式化、思考過程の公開を中心に報じている。いずれもハンズオンレビューではなく、OpenAI発表の整理で
ある。Astraが利用不能である以上、実際の操作性、レイテンシ、日本語性能を検証した独立レビューはまだ
存在しない。

研究者の反応は、成果の数学的価値を認めながら、再現性と評価設計の不足を指摘するものが中心である。
サンティアゴ・デ・コンポステーラ大学のSenén Barroは、形式検証と専門家の精査が行われた範囲で解は正
しい可能性が高く、既知問題を解く段階から研究フロンティアへ進んだ質的進歩だと評価した。他方、失敗
試行、総計算費、人件費、エネルギー、プロンプト、試行問題総数が不明であり、「約2,000ドル」の解釈に
は注意が必要だとした。

スペイン数学科学研究所のJavier Aramayonaは、Lean形式化とAIの組み合わせに大きな可能性を認めつつ、
成果の帰属、出版モデル、教育、人材育成に関する新たな基準が必要だと指摘した。また、価値ある問いを
選び、結果の意味を理解する作業は依然として人間中心になるとの見解を示している。

認知科学者Gary MarcusはAstraを「驚異的」と評価しながら「大幅に過大宣伝されている」と批判した。中
心的な論点は、検証可能な数学領域での成功から、汎用的な信頼性、事実性、ルール遵守、AGIを導くのは
「合成の誤謬」だというものである。また、試行した予想の総数と失敗情報がなければ、能力の成功率を評
価できないとした。

代表的な引用

引用は著作権上の配慮から短い原文に限定し、日本語訳を併記する。

発言者・場 主要引用 読み取れる評価 出典URL

OpenAI公式発
表

“an internal version of Astra, our
next major model”〔次期主要モデル
Astraの社内版〕

Astraの存在と位置付けを
確認できる最重要一次情
報

OpenAI公式

Noam Brown
／X

“a major step for scientific
reasoning”〔科学的推論にとって大
きな一歩〕

OpenAI側は科学推論モデ
ルとして位置付け

埋め込みを含
む参照記事

Senén Barro
／研究者コメ
ント

“the success is reported, not the
failures”〔成功は報告されるが失敗
は報告されない〕

成果の正しさと、能力評
価の透明性を分けて考え
る必要

Science Media
Centre Spain

Gary Marcus
“amazing — but vastly
oversold”〔驚異的だが、大幅に過大
宣伝〕

数学能力を汎用知能と同
一視することへの警告

Marcus on AI

Hacker News
投稿者

“What were the prompts for each of
these?”〔各問題のプロンプトは何
だったのか〕

開発者コミュニティはプ
ロンプト、人間の誘導、
失敗例の公開を要求

Hacker News
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Hacker Newsでは、成果を真正かつ印象的と見る反応がある一方、AI企業には能力を誇張する商業的誘因が
ある、数学で世界最高水準でも一般業務で同等に有用とは限らない、とする懐疑論も見られた。これは統計
的に代表性のある世論調査ではなく、技術コミュニティ内の論点を把握するための定性的資料である。

競合比較とリスク

モデル比較

価格は原則として100万入力／出力トークン当たりの標準API価格である。Astraについては将来の価格体系が
未公開であり、数学研究の約2,000ドルを価格欄へ転用していない。

モデル
状態・利用
形態

性能上の公開
根拠

価格
レイテン
シ

アーキテク
チャ・計算
要件

安全性・制約

OpenAI
Astra

社内版の
み。API・
ChatGPT未
提供

未解決問題10
件。標準ベン
チマークなし

未公開 未公開

パラメー
タ、MoE、
GPU、コン
テキストす
べて未公開

System Card、
RLHF、フィル
ター、
Preparedness
評価すべて未公
開

GPT-5.6
Sol

ChatGPT、
Codex、API
で一般提供

GPQA 94.6%、
FrontierMath
T4 83.0%、
SWE-Bench
Pro 64.6%

$5／
$30

普遍的公
開値な
し。顧客
評価で
GPT-5.5
比約2倍
低い中央
値の事例

パラメータ
未公開、
1.05Mコン
テキスト、
最大128K
出力

多層保護、リア
ルタイム検査、
監視、アカウン
ト執行

GPT-4
旧世代API
モデル

MMLU 86.4%、
HumanEval
67.0%

$30／
$60

現行の統
一公開値
なし

8,192コン
テキスト、
パラメータ
未公開

GPT-4時代の
RLHF・安全評
価あり。旧世代

GPT-4o

API利用可
能な汎用マ
ルチモーダ
ルモデル

テキスト・画
像入力、構造
化出力。歴史
的リアルタイ
ム音声実績

$2.50
／$10

音声応答
平均
320msと
の発表値

128Kコン
テキスト、
最大16,384
出力、パラ
メータ未公
開

GPT-4o System
Cardあり。現行
APIページでは
音声入出力は別
モデル構成

Claude
Fable 5

Claude製
品・APIで
提供

OpenAI評価で
GPQA 92.6%、
FrontierMath
T4 87.8%、
SWE-Bench
Pro 80.0%

$10／
$50

統一公開
値なし

パラメータ
未公開

高度なサイ
バー・生物能力
に強い保護策。
Mythos 5は制限
アクセス
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モデル
状態・利用
形態

性能上の公開
根拠

価格
レイテン
シ

アーキテク
チャ・計算
要件

安全性・制約

Gemini
3.1 Pro
Preview

Gemini API
／AI Studio
のPreview

OpenAI評価で
GPQA 94.3%、
SWE-Bench
Pro 54.2%

200K
以下
$2／
$12、
超過
$4／
$18

統一公開
値なし

パラメータ
未公開

Previewモデ
ル。データ利用
条件は無料・有
料ティアで異な
る

Llama 4
Maverick

オープン
ウェイト、
セルフホス
ト可能

公式にネイティ
ブマルチモー
ダルMoEとし
て公開

自社設
備・ク
ラウド
事業者
次第

配備構成
次第

17Bアク
ティブ、
128
experts、
単一H100
ホスト対応
とMetaが
説明

モデル提供者だ
けでなく、配備
事業者が監視・
アクセス制御を
実装する必要

表のOpenAIモデル仕様・価格はOpenAI公式API資料、Claude価格はAnthropic公式、Gemini価格はGoogle
公式、Llama 4構成はMeta公式による。

AstraがGPT-5.6 Sol、Claude Fable 5、Gemini 3.1 Proを総合的に上回るという結論は出せない。Astraには
GPQA、SWE-Bench、エージェント、長文脈、マルチモーダル、安全性、価格の比較値がないためである。
「次期主要モデル」という表現は世代上の位置付けを示すが、あらゆるタスクで前世代より高性能であるこ
とを実証するものではない。

技術的・社会的リスク

リスク Astra固有の確認状況 企業に必要な対策

幻覚・誤情報
一般知識・実務領域の事実性
評価は未公開

検索・社内DBによる根拠付け、引用検証、回
答拒否基準

数学成果の過度な一
般化

研究数学以外の証拠がない
自社タスクでブラインド評価し、数学成果を
代替指標にしない

バイアス・公平性
属性別評価、言語別評価は未
公開

日本語・業界・属性別の差分評価、苦情・監
査ログ

サイバー悪用 Astra固有評価なし
最小権限、ネットワーク隔離、ツール許可リ
スト、異常検知

プロンプトインジェ
クション

防御評価なし
外部データを命令として扱わない設計、権限
境界、サンドボックス

長時間エージェント
の逸脱

自律性と停止機構は未公開
予算上限、時間上限、段階承認、kill switch、
実行前レビュー

プライバシー
Astraの保持期間、ZDR対応は
未公開

個人情報・営業秘密の分類、マスキング、
DPA・保持期間の確認
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リスク Astra固有の確認状況 企業に必要な対策

知的財産
学習データ、類似出力率、補
償条件は未公開

類似性検査、引用・来歴保存、契約上の補
償・責任制限確認

学術的帰属
AI生成証明の著者性・引用慣
行が発展途上

人間・モデル・検証者の寄与を記録し、投稿
先規則を確認

ベンダーロックイン
API形式・価格・提供条件が不
明

モデル抽象化層、複数モデル対応、評価デー
タの自社保有

Astraの数学成果は、最終命題が形式的に検証可能な領域に偏っている。現実の法務、経営、医療、顧客対応
では「正解を機械的に証明できない」ことが多いため、同じ信頼性が得られるとは限らない。数学における
検証可能性が成功の重要な要因だというMarcusの指摘は、導入範囲を設計する上で妥当な注意事項である。

プライバシーと日本法上の留意点

OpenAIは現在、API、ChatGPT Business、Enterprise、Edu等の組織向けデータを、明示的なオプトインが
ない限りモデル学習に利用しないとしている。一方、通常のAPIでは不正利用監視ログが原則最大30日保持さ
れることがあり、Zero Data Retention等の適用可否は機能と契約条件に依存する。Astraについて同じ条件が
保証されるかは未公開である。

日本の個人情報保護委員会は、個人情報を生成AIへ入力する場合、利用目的に必要な範囲か、提供先で学習
等に利用されるかを確認するよう注意喚起している。Astra公開後も、OpenAIが学習に使わないという契約だ
けで十分とは限らず、利用目的、第三者提供・委託関係、安全管理措置、越境移転、削除、監査可能性を個
別に確認する必要がある。

著作権について文化庁は、生成・利用段階で既存著作物との「類似性」と「依拠性」が認められれば、通常
の著作権侵害と同様の問題が生じ得ると整理している。また、その公式文書自体は法的拘束力を持つ確定判
例ではなく、具体的事案ごとの判断が必要である。企業はAstraの出力について、文章、コード、数式、図表
の来歴、類似性、引用、ライセンスを確認する必要がある。

経済産業省・総務省系の「AI事業者ガイドライン第1.2版」は、AI開発者、提供者、利用者に対し、安全・公
平性、プライバシー、セキュリティ、透明性、アカウンタビリティ等を含む継続的なAIガバナンスを求めてい
る。Astra導入時にはモデル単体の精度だけでなく、リスク管理責任者、利用規程、教育、インシデント報
告、監査、停止手順を含む組織的統制が必要になる。

結論と導入推奨

総合評価

Astraは、OpenAIが公式に存在を認めた次世代モデルであり、形式検証可能な研究数学において注目に値する
成果を示した。しかし、2026年8月5日時点では、モデルそのものより研究結果だけが公開された状態であ
る。製品導入に必要な可用性、費用、速度、安全性、法的条件、データ処理、再現性の情報は不足してい
る。

現時点での最も厳密な評価は次の通りである。

科学的意義は高い可能性があるが、製品評価はまだできない。
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Lean証明書と専門家レビューは公開された数学結果の正しさを支えるが、Astraの汎用性能、費用対効果、安
全性、API運用品質を証明しない。標準ベンチマークと失敗データがない以上、GPT-5.6、Claude Fable 5、
Gemini 3.1 Proとの順位付けも時期尚早である。

企業・開発者向け判断基準

時期 推奨判断 具体的な実施事項

短期：公
開前

Astraを本番ロードマップ
や予算の前提にしない

GPT-5.6、GPT-4o、Claude、Geminiで自社評価セットを作
成し、モデル交換可能なAPI抽象化層を実装する

短期：研
究準備

検証可能なユースケースを
特定

数学、コード、ルール検査、形式仕様など、自動検証器を
置ける工程を優先する

公開直後
小規模・読み取り専用の実
証から開始

個人情報・本番資格情報・外部書込み権限を与えず、既存
モデルとのブラインド比較を行う

公開後の
評価

平均スコアではなく分布と
失敗を測る

タスク成功率、幻覚率、P50・P95レイテンシ、総トーク
ン、再試行率、人的修正時間を測定する

本番移行
前

System Cardと契約条件を
必須条件にする

Preparedness評価、データ保持、ZDR、地域、SLA、知財
補償、責任制限、サブプロセッサを確認する

中期運用
高リスク処理には人間承認
を維持

支払、契約、採用、医療、セキュリティ変更、外部公開に
は段階承認と監査ログを置く

継続運用 モデル更新ごとに再評価
スナップショット固定、回帰テスト、ドリフト監視、コス
ト上限、緊急停止を運用する

Astra公開後の採用可否は、少なくとも次の基準を満たした時点で判断すべきである。第一に、自社タスクで
現行モデルを統計的に有意に上回ること。第二に、精度向上が推論費、レイテンシ、人的検証費を含めた総
所有コストを正当化すること。第三に、System Card、データ保持、契約、安全制御が自社のリスク許容度を
満たすこと。第四に、失敗時に検知・停止・復旧できること。このうち一つでも評価不能なら、限定パイ
ロットに留めるべきである。

研究機関や高度なR&D組織には、Astraを将来的に「自律研究者」ではなく、探索能力の高い仮説生成器と形
式化支援器として扱うことを推奨する。価値ある問いの選択、前提の妥当性、先行研究との関係、結果の意
味付け、社会的影響については人間が責任を持ち、可能な箇所はLean、テスト、シミュレーション、独立再
現で検証する設計が望ましい。

一般企業については、短期的にはGPT-5.6 TerraまたはLuna、GPT-4o、Claude Opus/Fable、Gemini等を、
用途別にルーティングする方が現実的である。Astraの名前や10件の数学成果だけを理由に既存システムの刷
新を延期したり、将来価格を推定して予算化したりする合理的根拠はない。Astraが正式公開され、同一条件
のベンチマーク、API価格、レート制限、レイテンシ、System Card、企業向けデータ条件が揃った時点で、
初めて本格的な導入候補として評価できる。

Ten advances in mathematics and theoretical computer science |
OpenAI
https://openai.com/index/ten-advances-in-mathematics/

Project Astra — Google DeepMind
https://deepmind.google/models/project-astra/
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Business data privacy, security, and compliance
https://openai.com/business-data/?utm_source=chatgpt.com

GPT-4o が登場 | OpenAI
https://openai.com/ja-JP/index/hello-gpt-4o/

GPT-5.6: Frontier intelligence that scales with your ambition | OpenAI
https://openai.com/index/gpt-5-6/

GPT-4
https://openai.com/pa-IN/index/gpt-4-research/?utm_source=chatgpt.com

OpenAI announces the results of ten mathematical research problems using its Astra
artificial intelligence model
https://sciencemediacentre.es/en/openai-announces-results-ten-mathematical-research-problems-using-its-astra-artificial-
intelligence

The Llama 4 herd: The beginning of a new era of natively multimodal AI innovation
https://ai.meta.com/blog/llama-4-multimodal-intelligence/

OpenAI’s amazing — but vastly oversold — new model Astra
https://garymarcus.substack.com/p/openais-amazing-but-vastly-oversold

OpenAI、次期主力モデル「Astra」の存在を明らかに――未解決の数学問題10件を「解決」と発表 -
ITmedia NEWS
https://www.itmedia.co.jp/news/article/2608/03/2000000348/

Models | OpenAI API
https://developers.openai.com/api/docs/models?utm_source=chatgpt.com

GPT-4o Model | OpenAI API
https://developers.openai.com/api/docs/models/gpt-4o

Usage policies | OpenAI
https://openai.com/policies/usage-policies/

An internal OpenAI Astra model solved 10 major open math and CS problems | Hacker News
https://news.ycombinator.com/item?id=49143688

生成AIサービスの利用に関する注意喚起等について
https://www.ppc.go.jp/news/careful_information/230602_AI_utilize_alert/?utm_source=chatgpt.com

AIと著作権について
https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/aiandcopyright.html?utm_source=chatgpt.com

AI事業者ガイドライン
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/ai_shakai_jisso/20260331_report.html?utm_source=chatgpt.com
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